
熊本市交通局における
 路面電車活性化への取り組み

熊本市交通局

平成２０年９月３０日
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市電路線の変遷
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熊本都市圏交通の現状と課題

・景気の低迷
・大型商業施設の郊外進出
・中心市街地の求心力低下
・免許取得の増加

市電利用者の減少

・市電はバス路線と完全競合
・複数のバス事業者が運行して供給過多
・公共交通機関空白地帯もある

市電の現状

都市圏交通の現状

都市圏交通の課題

・市電とバスの役割分担
・バス路線網の再編
・基幹交通としての市電の整備
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自動車登録台数及び市電乗車人員の推移
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都市交通マスタープラン
（H13.5) 

８軸公共交通網の形成

路面電車のＬＲＴ化

交通を取り巻く様々な問題は

 、自動車交通への過度な依存

 が原因

都心部や市街地内の移動、

 通勤・通学の移動については

 公共交通機関や徒歩、自転

 車が分担

郊外部の移動については自

 動車が分担
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都市交通アクションプログラム

（H15.6) 
（公共交通関係プロジェクト）
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熊本市内の鉄軌道網
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公共交通ネットワーク構築
ＪＲとのアクセス強化

ＪＲ熊本駅 ＪＲ新水前寺駅
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これまでの熊本市電の活性化策

１
 

車両関係

①
 

ラッシュ時における2車体連接車の運行

５０１４号車（５０００型）
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②
 

日本の路面電車で初めての冷房電車の運行

昭和５３年

 

１２０２号車（１２００型）
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③
 

日本で初めてのVVVFインバーター電車の導入

昭和５７年

 

８２０２号車（８２００型

 

火の国号）
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④
 

日本で初めての低床電車の導入

平成９年

 

９７０５号車（９７００型）
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⑤
 

国際電車の運行

サンアントニオ号 桂林号

ハイデルベルク号
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⑥
 

レトロ調電車の導入

平成５年

 
１０１号車

 
（８８００型）
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２
 

走行環境

①
 

軌道敷内諸車乗り入れ禁止の措置
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②
 

電停の改良

水道町電停

洗馬橋電停
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３
 

運行サービス・ダイヤ

①
 

運行本数の増強
平成元年度

 
平成１８年度

辛島町～健軍町

 
３～４分（４分）

 
⇒

 
３分（４分）

熊本駅・田崎橋～健軍町

 
６分（６分）

 
⇒

 
５分（６分）

上熊本駅～辛島町

 
１５分（１５分）

 
⇒

 
８分（１２分）

②
 

終車時間の延長
昭和６３年１２月

 
中心街の出発

 
１０時３０分

 
⇒

 
１１時

平成５年８月

 
同上

 
１１時

 
⇒

 
１１時３０分

③
 

100円電車の運行
平成１３年１月～３月の日祝

平成１３年１０月２２日～２８日

平成１４年１０月の土日祝

平成１６年８月１２日～９月３日

④
 

終日無料運行
平成１４年３月２３・２４日
平成１５年３月２１日～２３日
平成２０年４月２０日
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⑤
 

150円均一運賃の実施
平成１７年１０月

 
１３０円均一運賃試行

アンケート調査

 
均一運賃のほうが良い

 
８３．４％

１５０円までなら乗る

 
４９．０％

平成１８年１０月～１２月

 
１５０円均一運賃試行

アンケート調査

 
均一運賃の方が良い

 
６５．４％

１５０円までなら乗る

 
６５．６％

平成１９年１０月１２日

 
本格実施

⑥
 

電車貸切制度の導入
平成元年９月
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⑦
 

生花電車の運行
平成２年５月～

母の日：カーネーション

父の日：バラ

敬老の日：菊
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⑧
 

ビール電車の運行
平成１８年７月～８月

平成１９年６月～８月

平成２０年６月～９月１３日
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４
 

乗車券類・その他

①
 

バス4社（市営1社、民間3社）・電車（市電1社、民営鉄
 道1社）共通乗車券制度の実施

昭和５７年４月～

②
 

電車・バス乗り継ぎ割引（プリペードカードのみ）の実施
平成１１年８月～

③
 

定期券割引率の引き上げ
平成１４年９月～

通勤定期

 
３０％

 
⇒

 
４０％

④
 

環境（エコ）定期の導入
平成１４年９月～

⑤
 

企画カード
ハローキティカード

上熊本車両基地完成記念カード

上熊本上屋完成記念カード等
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⑥
 

一日乗車券の発売
昭和５５年１０月～

 
区間限定

 
５００円

平成４年１０月～

 
全線

 
１０００円

平成１７年１０月～

 
全線

 
１０００円

 
⇒

 
７００円

施設利用割引券６枚付
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⑦
 

２日乗車券の発売
平成１９年７月２１日～
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⑧
 

夏休み子ども定期券の発売

平成１９年７月７日～



25

今後の熊本市電の活性化策

ＩＣカードの使用イメージ

 

（鹿児島市）

ＩＣカードの導入
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軌道の改良

軌道改良予定箇所
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停留場上屋の整備

健軍町停留場（現況）
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電車優先信号の導入



29

電車優先信号の導入

電車優先信号イメージ
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○

 

成果指標と達成目標
市電の年間利用者数

9,160,000人/年(H17)→9,280,000人/年(H23) 
○

 

施策の体系
１

 

市電を中心とした公共交通機関の利便性向上
２

 

九州新幹線の開業を見据えた交通ネットワークの

 
整備

○

 

成果指標と達成目標
熊本城年間入園者数

825,807人/年(H17)→1,000,000人/年(H23) 
○

 

施策の体系
１

 

城下町の風情を体感できる
歴史的建造物等の復元・整備と利活用の推進

２

 

城下町を回遊するおもてなしの展開と情報発信

１

 

多様化する社会ニーズに対応した都

 市機能の更なる集積と更新を図る。

２

 

地域特性を最大限活かし、多くの人

 々を引き付ける魅力を創出する。

３

 

中心市街地に気軽に訪れることがで

 きるよう公共交通網の整備に努める。

基本方針２
城下町の魅力が

あふれるまちづくり

基本方針３
誰もが気軽に訪れる

ことができるまちづくり

基本方針１
人々が活発に交流し

賑わうまちづくり

施策の基本方針 施策展開

中心市街地活性化に向けた施策展開

○

 

成果指標と達成目標
中心市街地の歩行者通行量（平日休日の平均値）

309,381人/日(H18)→340,000人/日(H23）
○

 

施策の体系
１

 

魅力と活力に満ちた商業ゾーンの整備
２

 

多様なニーズを満足させる都市機能の充実
３

 

誰もが住みやすく暮らしやすい住環境の整備
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■

 

公共交通機関の利便性向上
○超低床電車の導入
○運賃体系の見直し、ＩＣカー

 
ドの導入検討
○企画乗車券の販売検討

■

 

交通ネットワークの整備
○広域道路網の整備推進

■

 

公共交通機関の利便性向上
○市電優先信号の整備

■

 

交通ネットワークの整備
○市電の熊本駅舎への乗り入れの検討

熊本駅周辺地区の整備方針
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熊本合同庁舎

区画整理事業

連続立体交差事業 東Ａ地区市街地再開発事業

東西駅前広場

熊本駅周辺の将来イメージ
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